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研究成果概要 
高山環境では、植物は常に強風や強光、乾燥などの物理的ストレスにさらされている。

本研究では、日本の高山植生を代表する矮性低木種であるコケモモを対象として、植物

の生育にとって過酷な高山環境における生存戦略を探ることを目的として調査を実施し

た。大黒岳北側の稜線部においてハイマツの大規模なマット群落内、小規模なパッチ群

落内、群落外にそれぞれ調査区を設置し、コケモモの表現型および遺伝子型を調べた。

ハイマツ群落の成長に伴って、その内部に生育するコケモモの群落高と当年伸長量の増

加が認められた。このことから、ハイマツ群落の存在がコケモモの生育にとって物理的

ストレス緩和に寄与する「ナースプラント」としての役割を果たしていることが明らか

となった。また、ハイマツの群落サイズと遺伝的多様性の間に正の相関が認められた。

このことから、ハイマツ群落の存在によってコケモモが無性生殖（クローン成長）だけ

でなく有性生殖（種子生産）による実生定着が促進されることが示唆された。以上より、

ハイマツ群落の存在がコケモモの生育にとって様々な側面における正の効果をもたらす

ことが明らかとなった。今後、地球温暖化の進行に伴う高山植物の動態を推定するには、

ナースプラントとして機能する植物の動向にも注視する必要があると考えられる。 
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